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1 は じ め に

ハ トムギの窒素施肥は,短稗化を図りながら多収を得る

ため,出穂始期以降の追肥重点の施肥体系が採られている。

一方,直播ハ トムギは移植栽培に比べて生育が旺盛で草丈

が伸びるため,出穂期以降の追肥作業はハ トムギの条間の

中を潜って行うことになり,かなりの多労となる。

そこで,ハ トムギの直播栽培における施肥の省力化を図

るため,窒素の追肥時期及びLPコ ート等緩効性肥料の全

量基肥施用による肥効について検討した。

2試 験 方 法

C)試験年次 :昭和62年

表 : 試験 区 の構 成

て検討 した。試験区の構成は表 1の とおり。

6)耕種概要 1)施 肥 :N以 外は,P205,K20
共各10″ /α 全量基肥 ,土壌改良資材,苦土タンカル

,

溶燐各60″ /α 。2)播種期 :5月 8日 。3)栽植様式

:畦幅70卸 ×株間18切 (1株 2本立て )

表 2 生育調査 (出芽～出穂期 )

試験区

1基肥十培土時LP 50追 肥
2基肥十培土時硫安追IE
3基肥十出穂始期硫安追肥
4全量基肥 (LP 100+硫安 ,

5全量基肥 (IB化成 1号 十硫安)

6(対照)慣行施IIE

幼苗期から伸張期 (播種60日 後ころ)にかけての生育は ,

I,P100,IB化 成 1号の各全量基肥区が慣行区に比べて
,

2)供試品種 :中里在来

D 栽培様式 :直播栽培

に)試験実施場所 :秋 IB農試圃場 (沖積埴壌土 )

b)試験区の設定

追肥法については,慣行施肥体系の出穂始期及びその20

日後の 2回分施に対し,追肥労力の軽減をねらいに,培土

時 (草丈50"前後の伸長初期で,倒伏防止のための培上を

行う時期 )及び出穂始期各 1回の追llEに ついて検討した。

また,全量基肥施肥法については,直播ハ トムギ (生育

日数 130日 前後 )に 適合す ると想定されるLP100及 び

IB化成 1号の各強緩効性肥料を供試 し,初期生育の促進

(分げつ,茎数確保 )を図るため緩効性N70%に 速効性N
30%を配合施用 してハ トムギの生育 ,収量との関係につい

3 試験結果及び考察

ll)幼苗期,出穂期の生育状況

出芽後 ,出穂期までの生育状況について調査した結果を

表 2に 示した。

草丈,茎数等わずかに優る傾向がみられた。これは,緩効

性Nの溶出による肥効が現われているものと考えられる。

(為ノal

試 験 区

基  肥  N 追 月巴 N

安
Ｎ

硫

一

尿素
―N

LP 100
-N

IB
―N 燿躍f∫ζ度ふ・辮 糧ぷ

) 恵始20日 後
3)播種97日後

基肥+培土時LP 50追肥
基肥+培上時硫安追肥
基肥+出穂始期硫安追肥
全量基肥 (LP 100+硫 安)

全量基肥(lB化成1号+硫安)

(対照)慣行施肥

04
04
04
03
02
04

01
07

0'

06(LP 50-N)
06(硫安 ―N)

06(硫安―N)

03(硫安―N) 03(硫安 ―N)

注 N施用総量は各区とも10り /α
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しかし,出穂期の草丈,茎数は各試験区とも差がみられず ,

出穂期,成熟期も差がなかった。

9)収穫期における生育状況

成熟期及び収穫期における生育状態について調査した結

果を表 3に示した。

収穫期の稗長,墓径及び有効茎歩合は各試験区とも差が

みられない。茎数は培土時追肥区 (LP50,硫安の各区と

表3 成熟期及び収穫期の生育

も)がやや少ない結果を示しているが, 1茎 当たり分伎数

は多くなっており,株当たり分枝数には差がなく,株当た

り鞘状芭数も各試験区間で差がみられない。茎葉重はI,P

100,IB化成 1号の各全量基肥区が優っている。

13)収量,登熟性

収量及び登熟性等について調査した結果を表 4,図 1に

示した。

試験区

1基肥+培土時LP50追肥
2基肥十培土時硫ま追肥
3基肥十出種始期硫安追肥
4全量基肥 (LP 100+硫安)

5全量基肥 (IB化成 1号 十硫安)

30 4

32 ,

28 9

2, 6

30 1

29 36

試験区

1基肥+培土時 LP 50追肥
2基肥+培土時硫安追肥
3基肥+出穂始期硫安追肥
4全量基肥 (LP 100+硫安)

5全量基肥 (IB化成 1号 +硫安)

6(対照)慣行畑把
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図 l 施肥法と生育,収量

殻実収量はLP100,IB化成 1号 の各全量基肥区及び

培土時LP50追肥区が慣行施肥区に比べ多収の傾向を示 し,

培土時硫安追肥区及び出穂始期硫安追肥区はやや少収の傾

向である。

緩効性肥料を基肥施用 したLP100,IB化 成 1号 の各

全量基肥区は,慣行施肥区に比べ茎葉重が優ったほか,殻

実百粒重,′ 重及び成熟粒歩合も明らかに優って登熟性が

向上しており,殻実着粒数も多い傾向である。また,培土

時I,P50追肥区も慣行施肥区に比べ,成熟粒歩合 ,殻実着

粒数が優る傾向を示しており,緩効性肥料の施用による登

熟性の向上がみられる。

これに対し,速効性Nを生育の前半に追肥した培土時硫

安追肥区,出穂始期硫安追肥の両区は,成熟粒歩合及び殻

実重/茎葉重歩合が低 く,登熟性が劣る傾向を示している。

以上のとおり,LP100,IB化 成 1号の各全量基肥施

用 (緩効性N70%+速効性N30%)及 び基肥 +培土時LP
50追肥は,登熟性が向上して殻実収量は慣行施肥と同等な

いし上回る傾向を示し,稗長,出穂 ,成熟期には差がみら

れないので,緩効性肥料施用による全量基肥や,培土時

(伸長初期 )追肥による栽培が可能と判断される。

4 ま  と  め

ハ トムギの直播栽培における施肥の省力化を図るため ,

窒素の追肥時期及びLPコ ート等緩効性llE料 の全量基月巴施

用による肥効につきて`検討し,次の結果を得た。

し)LP100,IB化成 1号 の各全量基肥 (緩効性N70

%+速効性N30%配合施用 )及び基肥 +培土時LP50追肥

は,慣行施肥 (基肥+出穂始期後 2回追肥 )に比べ,稗長

及び出穂,成熟期には差がみられず,多収の傾向を示した。

12)LP100,IB化 成 1号の各全量基肥 (緩効性N70

%+速効性N30%配合施用 )は ,慣行施肥に比べ茎葉重が

優ったほか,殻実百粒重,多 重及び成熟粒歩合も明らかに

優って登熟性が向上し,殻実着粒数も多い傾向であった。

これに対し,速効性Nの培土時及び出穂始期 1回追肥の各

区は子実重歩合力ヽ低下し,登熟性が劣った。

3)以上の結果より,緩効性肥料施用による全量基肥や
,

培土時 (伸長初期 )追肥による栽培が可能と判断される。
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表4収 量 調 査

107 1     89 8

95 1     35 4

'7 1     86 6116 1     '3 4

115 1     90 ,

100 1     87 9
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